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、

1.目的

協会けんぽ大阪支部(以下、「大阪支部」という。)から提供された協会けんぽ大阪支部加入

者における医療費分析業務委託にかかる医療費内訳の要因分析を加工処理されたレセプト

データ、健診結果データ、加入者データ等を用いて医療費が高くなる要因を分析する。また、

得られた分析結果から報告書を作成し、医療費適正化に資する施策案を提示する。

大阪支部の医療費を高める要因の分析を行うにあたり、また、伺規模都道府県の医療費な

ど地域を着眼点とし、東京都、神奈川県との比較を行い大阪支部の医療費が高くなる要因を

分析することとした。

大阪支部から提示された主な観点は生活習慣病、骨折、糖尿病、透析、歯科、および時間

外受診にっいてである。今年度はデータ入手時期が大幅に遅れた関係から、優先順位の高い

対象として、大"阪府下で患者一人当たる医療費が他の都府県と比べて高いことが示唆され

ている歯肉及び歯周疾患と糖尿病について取り上げることとした。

2.使用データ

・レセ基本_2023年度(患者ID、年齢、性別、点数表=ード、決定点数、診療実日数)

・歯科_傷病名部位,情報_2023年度 UCD-10 コード、傷病名コード)

・歯科_診療行為_2023年度_ニード限定(各種算定料の月別カウント数)

・医科_傷病名_2023

・医科DPC_医薬品_2023年度_ニード限定版

,調剤_医薬品_2023年度_コード限定版

*なお、 2023年度データとは、受付年月が 2023/6~2024/5分のデータを指t

(外部参照データ)

・歯科診療行為マスター(歯科診療行為二ードと診療行為名称との対応表として活用)一社
会保険診療報酬支払基金

・傷病名マスター(傷病コードと傷病名との対応表として活用)一社会保険診療報酬支払
基金

・医薬品マスター(糖尿病用薬のみ)(医薬品コードと医薬品名との対応表として活用)

厚労省診療報酬情報提供サービス

2-1.歯科疾患についての解析手順(令和6年度報告書から引用)

(1)歯科_傷病名部位情報2023 をもとに、 1CD-10分類「歯肉及ぴ歯周疾患住05)」該当

者を抽出した。
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( 2 ) 歯肉炎及び歯周疾患(K05*の診療=ード)のうち、頻度の高いK053 慢性歯周炎、

と即52 急性歯周炎にっいては抽出して年齢階級別の解析を行った。

レセ基本 2023 は歯科に限定されていないテーブルであり、「点数表コード=3」(歯

科)のケースに限定して各種データと結合して分析に用いた。

今回の分析における対象者1名あたりの定義は、「2023年度中にある1つの歯肉及

び歯周疾患住05)に対する歯科診療報酬の診療を受けた被保険者」とした。つまり、

同じ被保険者であっても2つ以上の歯肉及び歯周疾患伍05)にっいて治療を受けた

実績がある場合、それぞれが別患者として各種指標を計算することになる。

年齢制限は設けていないが、協会けんぽのデータであるだめ15歳未満や75歳以上

はほとんど含まれていない点は注意が必要である。

今回、2023年度に新たに疾病を発症した患者とそれ以前から治療を受けている患者

とを区別して解析を行うことを検討したが、患者の9割以上が診療開始日がデータ

ベースに存在せず、区別することができなかった。対象患者の中には2023年度以前

から歯肉及び歯周疾患に対する診療を受けている患者と 2023年度に新規に診断を

受け治療を開始したものが混在している。

各対象者の一人当たり医療費は、上記定義の対象者1名ごとに「決定点数の20器年

度合計点 X I0円」で求めた。

各対象者の診療実旧数にっいては、上記定義の対象者1名ビとに平均を求めた。診

療実日数は、一人当たり日数に相当する。一人当たり件数は、診療行為ごとのカウ

ント数に相当する。一人当たり診療費を一人当たり日数で割ることにより、一人当

たり診療費を算出した。これは、一人当たり診療費を直接算出するために歯科診療

行為データのうち、歯科診療行為と加算料を結合する必要があるが、歯科_診療行

為.CSVと歯科_診療行為加算料.蛤Vの結合が終了して船らず、間接的に推定を行な

うこととした(参考 A)。

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

(フ)

( 8 )

「1人あたり診療費」を(A) X (B) X (C)の三っの要素の積からなる立方体と考える

(C) 1 こ E,・旧)X(C)
1件あたり診療跨

侶)1件当たり日数

参考A.医療費の三要素

(A) X (鋤
1人"たり日数

(診療実日数)

(A)1人あたり件数(受診率)

「1人当たり件数」「一件あたり日数」「1日あたり診療費」
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、

2-2.糖尿病についての解析手順

a)疾病の定義は「入院外来を問わず、 1CD-10 で糖尿病関連病名(EI0-14)があり、かっ

糖尿病関係の薬剤処方が少なくとも年1回以上あり年4回以上あり、」とした。本分析

では、適格患者情報のうち糖尿病診療に関するもののみを対象とし、糖尿病以外の病名

に対する医療費や診療実日数は対象外とした。大阪府、東京都、神奈川県の3都府県に

おいて、2023年度中に糖尿病に関する医科診療(入院・入院外)を受けた患者(大阪

府 17,02415,511 名、東京都 17,87115,711 名、神奈川県 5,0174,340 名)が対象とな

うた。包含基準としては、年1回以上の糖尿病用薬の処方あり、かっ、年4回以上の外

来受診ありとした。これは一般に、外来を定期受診している糖尿病患者は3ケ月に1回

程度の間隔での通院が多い実態を踏まえ、その代用として設定した。

(2)糖尿病有病者にっいて①外来のみ、②外来かっ入院あり、③入院外来合計の 3 つの集

計分類を設け、それぞれの一人あたり診療費、一人あたり日数、1日あたり診療費の分

布を明らかにし、また、三都府県問での比較を行った。

③②について、さらに年齢階級、性別で層別化しての分析も同様に行うたう。

④糖尿病の主要な合併症を定義し、それらを併存している場合の医療費を比較した。各種

糖尿病合併症の有無については、傷病名レコードに収載されたICD-10コードおよび傷

病名をもとに判定した。レセプトで 1 度でも明記された病名はカウント対象とした。

対象とした主な合併症は以下のとおりである。

ノ

病

. 糖尿病住10-14)*対象者の適格基準

脳卒中(1630,1631-1飴6,16認,1639,1600-1611,1613-1616,1619,1629, G459)

心筋梗塞( 1210-1214 end 1219)

心不全(1500,1501,1509, and 111の

閉塞性動脈硬化症(EI0-H の.5)

腎症住10-H の.2)

透析化99.2) 1

慢性腎臓病(N18)

重症低血糖(EI0-Hの.0及び.1)

神経障害(EI0-Hの.4)

網膜症(EI0-14 の.3)

網膜症治療(K276, G016, K280, K28D

歯周病(K05田

その他の合併症(上記以外;EI0-14の.6-.8)

「合併症なし」は上記のいずれも持たないものとした。

.

土会保

.

.

・珍・療

.

.

酬支払基金

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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3. 歯周炎・慢性歯周炎

年齢別、大阪府・東京都・神奈川県別の医療費、実診療日数の比較(表1、表2、図1)

本分析では、大阪府・東京都・神奈川県における歯周炎・慢性歯周炎の患者を対象に、年齢

区分別(19歳以下、 20-39歳、 40-59歳、 60歳以上)に医療費および診療日数を比較した。

対象者は男女別に集計され、1人あたり医療費、1日あたり医療費、平均診療実日数、診療

実日数合計にっいて、最小値・中央値・最大値を示している。これらの結果から以下の特徴

が示唆された。
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3-1.年齢

男女ともに、年齢が高い層ほど 1人あたり医療費および診療実日数が増加する傾向が認め

られた。女性では、大阪府に船いて 1人あたり医療費の中央値が20-39歳で25,"0円、40・

59 歳で31,960円、60歳以上で 35,870円であり、東京都(30,430円)および神奈川県(32,220

円)と比べて高い水準であった。男性でも、大阪府において 20-39歳で26,780円、40-59歳

で 33,180円、60歳以上で 36,040円と増加しており、東京都(31,200円)や神奈川県(32,570

円)より高い水準であった。また、診療実日数合計も年齢とともに増加しており、印歳以

上では大阪府・東京都・神奈川県いずれにおいても他の年齢層より多かった。年齢区分間で

は、高齢層ほど高い・多い(男女ともにPく0.0OD であった。

3-2.地域比較

大阪府は全般的に医療費が高い傾向にあり、東京都は診療実日数が相対的に多い傾向がみ

られた。特に東京都では印歳以上男性の診療実日数合計が 120.0日、女性が 84.0日と突

出しており、長期的な治療が行われていることが示唆される。一方、神奈川県は他2都府県

に比べて医療費・診療日数ともやや低い傾向を示した。都道府県間では、医療費中央値は高

い方から大阪府、神奈川県、東京都(女性)、東京都、大阪府、神奈川県(男性)であった。

3-2-1.1日あたり医療費と 1人あたり医療費(最小値)

歯周炎・慢性歯周炎の患者における 1日あたり医療費と 1人あたり医療費の最小値を、性

別および年齢区分ごとに示すと大阪府の 19 歳以下では、男性 1,610円、女性 1,290円と、

1人あたり医療費の最小値が東京都および神奈川県に比べて薯しく高い結果となった。,さら

に、1日あたり医療費も他地域に比べて高値を示しており、同年齢層の東京都・神奈川県(約

600円前後)と比べると突出している。一方、20歳以上の年齢層では、男女ともに 1人あた

り医療費・1日あたり医療費の最小値が概ね400~600円前後で推移しており、都道府県間

の差は相対的に小さい傾向であった。特に大阪府印歳以上女性(560円)や大阪府60歳以

上男性(440円)は、他地域と同程度であった。この結果は、大阪府における 19歳以下患

者で初診や単発的な高額診療の影響が大きい可能性を示唆している。他地域と比較した際

の若年層特有の費用構造として注目すべき所見である。

〔
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図1-1:歯周炎・慢性歯周炎 1日あたり医療費&一人当たり医療費(最小値)
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3-2-2.1日あたり医療費と 1人あたり医療費(中央値)

大阪府ではすべての年齢区分・男女ともに、1日あたり医療費(中央値)が東京都.神奈川

県より高いという特徴が示された。特に大阪府印歳以上では、男性36,040円、女性35,870

円と高く、東京都(男性 31,200円、女性30,430円)、神奈川県(男性32,570円、女性32,220

円)を上回ってぃる。また、大阪府では20-39歳・40・諦歳でも他地域より高い傾向を示し

ており、若年~中年層においても医療費が高水準である。都道府県間比較では、実診療旧数

は東京都>大阪府>神奈川県(Pく0.0OD であるにもかかわらず、1日あたり医療費は大阪

府>神奈川県>東京都(Pく0.0OD という逆転傾向がみられた。このことは、大阪府におけ

る歯周病治療では受診回数よりも 1日あたりの診療単価が高いことにより、全体の医療費

が高くなる構造的特徴がある可能性を示している。
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図1-2:歯周炎.慢性歯周炎 1日あたり医療費&一人当たり医療費(中央値)
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3-2-3.1日あたり医療費と 1人あたり医療費(最大値)

大阪府では、すべての年齢区分・男女ともに1人あたり医療費の最大値が東京都・神奈川県

より高いという特徴が明瞭に示された。例として、大阪府では女性 19 歳以下 127,310円、

男性 19 歳以下 129,010円、男性 60 歳以上 130,舵0円など、全体的に約 130,000円前後の

高額水準で推移していた。一方、東京都および神奈川県ではおおむね114,000~123,000円

程度であり、大阪府との差が顕著であった。この結果は、大阪府における歯周病治療の一部

に極めて高額な症例が含まれていることを示唆している。前図(図1-1,1-2)で示された

最小値・中央値の水準差に加えて、最大値でも大阪府が他地域を大きく上回0ており、費用

分布のぱらつきが大きい傾向があると考えられる。

図1・3:歯周炎・慢性歯周炎 1日あたり医療費&一人当たり医療費(最大値)
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3-3.性差

性別比較では、女性は男性よりも1人あたり医療費の中央値が高い傾向が認められた。たと

えぱ大阪府60歳以上では女性35,870円に対し男性36,040円と同水準であるが、若年層で

は女性の方がやや高い傾向にあった。また、診療実日数に関しては男性の方が最大値が大き

い傾向を示た。性別では、医療費は女性>男性、診療日数最大値は男性>女性(Pく0.船1)

という有意な差が確認された。
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3-4.まとめ

歯周炎・慢性歯周炎の医療費および診療日数は年齢とともに増加し、地域差および性差も存

在することが明らかとなった。大阪府は医療費が高く、東京都は診療日数が長い傾向を示し、

女性は医療費が高く、男性は診療日数が長い傾向を示した。これらの結果は、今後の地域別.

性別の医療資源配分や予防施策の検討において重要な示唆を与えるものである。

年齢差:男女ともに年齢が高い層ほど1人あたり医療費および診療実日数が増加する傾恂
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が認められた。大阪府では女性で20-39歳25,440円、40・諦歳31,960円、60歳以上舗,870

円、男性で 20-39 歳 26,780円、如・59 歳 33,180円、 60 歳以上 36,040円と上昇していた。

東京都.神奈川県でも同様の年齢依存性がみられた。これは、高齢層では治療期間が長期化

し、複数回の受診や集中的治療が増加することを反映していると考えられる。また、齢層で

の長期治療・高額事例が存在し、かっ1人あたり医療費が高い症例も散見されることが示さ

れた。特に60歳以上では、診療日数が50日を超える長期受診例や、10万円を超える高額

症例がみられ、年齢に伴う中央値・最大値の上昇傾向と整合する。

地域差:地域別にみると、大阪府は全体的に 1日あたり医療費が高く、東京都は診療実日

数が長いという構造的な違いが示された。図 1-1(最小値)では、大阪府19歳以下で1人

あたり医療費が男性 1,610円、女性 1,290円と、他地域を大きく上回っていた。図 1-2 (中

央値)では、大阪府の全ての年齢区分・男女で1日あたり医療費が東京都・神奈川県より高

く、特に高齢層で顕著であうた。一方、東京都は全般的に診療実日数が多く(表1・表2)、

長期的な治療が多い傾向がみられた。神奈川県は両指標ともに相対的に低く推移していた。

これらは、大阪府では少ない回数でも1日あたりの費用が高額、東京都では単価は低めでも

通院日数が多いという、診療構造の差を示している。このことからそれぞれの特徴をまとめ

ると、以下の通りとなる

.大阪府一高単価・短日数型:特に20-39歳や40・駒歳において、短期間でも高額な医療

費を要する症例が多い分布を示した。診療日数が少ない領域に高額値が集中することから、

1日あたり医療費が高く(図1-2)、通院回数よりも単価の高さが全体の医療費水準を押し上
1

げてぃると考えられる。この傾向は東京都や神奈川県よりも顕著である。

.東京都一長期通院型:東京都では、広範に分布する長期受診例が存在し、特に40-59歳'

60歳以上で顕著であった。表1・表2で示された診療実日数合計の高さとも一致して鴬り、

単価は比較的抑えられているが長期通院によって総医療費がかさむ構造を示している。

.神奈川県一中間型:大阪府ほど高額な症例も、東京都ほど長期の症例も少なく、比較的

集中した分布を示した。中央値・最大値も他2都府県に比べてやや低く、診療が短期かっ低

単価にとどまる症例が多いことが示唆される。

性差:性別で比較すると、女性は男性よりも 1人あたり医療費が高い傾向を示し、逆に男

性は診療実日数の最大値が大きい傾恂が確認された(Pく0.0OD。女性では単価が高く、男

性では受診期間が長いという特徴が示された。

以上より、歯周炎・慢性歯周炎における医療費・診療日数は、高齢層ほど診療期間が長

期化し、高額症例が増える大阪府では短日数・高単価型、東京都では長期・低単価型、神奈

川県では中間型という地域構造の違いがある。女性は単価が高く、男性は長期通院が多いと

いう特徴が、分布構造・中央値・最大値など複数指標で一貫して確認された。これらは、今

後の地域別・性別・年齢別の予防介入や診療資源配分を検討する上で、重要な基礎的知見で

あるといえる。
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4

4.糖尿病

年齢別、大阪府・東京都・神奈川県別の医療費、実診療日数の比較(表3、表4、表5、表

6 、図2)

糖尿病者の医療費と実診療日数(外来のみ)4-1.

4-1-1.全体(表3-1)

外来診療解析対象者は人口比率から鑑み,るに大阪府で特に高いことが示唆された。外来診

療に船ける 1人あたり医療費の中央値は、大阪府で221,200円、東京都で237,370円、神

奈川県で232,895円となり、東京都が最も高い値を示した。1日あたり医療費の中央値も

東京都が 19,339円と最も高く、大阪府 16,936円、神奈川県 19,134円と比較して高水準

であった。一方で、診療実日数の中央値は大阪府で13日、東京都と神奈川県で12日とな

り、大阪府がやや長い傾向を示した。

合併症を持たない患者の割合は、大阪府で4訊と最も高く、東京都と神奈川県はいずれ

も41%であった。糖尿病性腎症や網膜症の割合は東京都と神奈川県で高く、例えば糖尿病

性網膜症は東京都で25%、神奈川県で27%、大阪府で20%と報告されてぃる。

これらの結果から、東京都では外来患者の医療費が高額であり、特に1日あたりの単価

が高いことが特徴的であると解釈できる。大阪府では診療日数がやや長い一方で合併症の

ない患者が多く、比較的軽症例が多い傾向が示唆される。神奈川県では合併症の併存率が

高く、外来医療費に対して一定の影響を及ぽしている可能性がある。

糖尿病・大阪府、東京都、神奈川県別の医療費と日数(外来)表3-1
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4-1-2.男女呂1」(表4-D

外来患者に船ける性別・地域別の医療費と診療実日数、さらに合併症の頻度を比較したも

のである。患者構成としては男性は全体の約8割を占め、特に大阪府男性(8ド冷が多

い。一方、女性は2割前後であり、東京都女性の割合が比較的高い。1人あたり医療費の

中央値は男性で大阪府221,3砧円、東京都240,180円、神奈川県237,475円、女性で大阪

府220,080円、東京都226,920円、神奈川県218,075円となり、男女ともに東京都がやや

高額であった。 1日あたり医療費も同様に、東京都男性29,227円、女性25,394円と高め

で、大阪府がやや低値を示Lた。診療実日数は中央値12~13日で男女差は小さいが、平

均値は男性16~17日、女性15~16日で男性がやや多い。

合併症頻度では、糖尿病性腎症(男性25~31%、女性21ん25%)や網膜症(男性20~

26%、女性22~27%)が高率であり、心不全は男性(22~器%)にやや多く、脳卒中は性

差が小さい。

表4-1:糖尿病一男女別・大阪府、東京都、神奈川県別の医療費と日数(外来)
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た。診療実日数は年齢が高い群ほど長くなる傾向がみられた。
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合併症なしの割合は大阪府で高率(43~57%)、東京都・神奈川県では認~43%と低め

であった。合併症としては心不全、糖尿病性腎症、網膜症が高率であり、特に東京都と神

奈川県で高かった。
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表6-1:糖尿病・年齢別合併症割合(外来)
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4-2.糖尿病者の医療費と実診療日数(外来かっ入院あり)

4-2-1.全体(表3-2)
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の中央値は大阪府で16日、東京都と神奈川県で15日となり、大阪府がやや長い傾向を示

した。

合併症の内訳をみると、心不全の割合は東京都で4酬、神奈川県で4訊、大阪府で4既と

東京都がやや高率であった。糖尿病性腎症も東京都で34%、大阪府で訟%、神奈川県で29%

と東京都が最も高かった。

これらの結果から、入院に船いては地域間の差は大きくないものの、東京都では合併症

併存例の割合が高く、重症患者が集中している可能性があることが示唆される。大阪府で

は1人あたり医療費がやや高いが、これは診療日数の長さに起因する可育計生があり、慢性

期管理や長期入院が費用増加に影響していると考えられる。

表3-2:糖尿病、大阪府、東京都、神奈川県別の医療費と日數(入院)
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合併症頻度では、心不全が男性36~45%、女性31~39%と高率であり、腎症は男女と

もに30%前後を占めた。糖尿病性神経障害は女性7~10%、男性8~9%と大きな差はなか

つた。

表4-2 糖尿病一男女別・大阪府、東京都、神奈川県別の医療費と日数(入院)
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前後で高頻度であった。また、脳卒中:高齢層で増加し、20%前後に達Lた。
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表5-2:糖尿病.年齢別・大阪府、東京都、特奈川県別の医療費と日数(入院)
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表6-2:糖尿病・年齢別合併症割合(入院)
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4-4.糖尿病者の医療費と実診療日数(外来・入院)

4-4-1.全体(表3-3)

ノー'

外来と入院を合わせた場合、1人あたり医療費の中央値は大阪府で238,フ70円、東京都で

266,160円、神奈川県で2能,110円であり、東京都が最も高額となった。 1日あたり医療

費の中央値も東京都が 21,235円と最も高く、大阪府の 17,962円、神奈川県の20,936円

と比較して突出してぃた。診療実日数の中央値は3都府県いずれも玲日であり、大きな

差は認められなかった。
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.

合併症の併存状況をみると、心不全は大阪府で21%、東京都で26%、神奈川県で25%であ

り、東京都が最も高率であった。糖尿病性腎症は大阪府で24%、東京都で31%、神奈川県

で30%と東京都が高く、糖尿病性網膜症についても大阪府21%、東京都2既、神奈川県28%

であり、東京都と神奈川県で多い傾向が確認された。

この結果から、東京都は外来と入院を合わせた総合的な診療においても、医療費が最も高

く、特に 1日あたり医療費が高い「高単価・短日数型」の診療構造を持っことが明らかに

なった。'大阪府は「中単価・長日数型」の特徴を示し、神奈川県はその中間的な傾向を示

した。

表3・3:糖尿病・大阪府、東京都、神奈川県別の医療費と日数(外来+入院)
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31,074円と高額であり、大阪府は男女ともにやや低値であった。診療実日数は中央値13

~14日で地域差は小さいが、平均値では大阪府男性21日、東京都男性22日、神奈川県男

性23日と男性がやや多い傾向を示した。
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合併症頻度では、心不全が男性23~28%、女性17~18%と男性で高率、糖尿病性腎症は

男性25~32%、女性26~27%であり、腎症は男女ともに高頻度であった。網膜症も男性

21~32%、女性26~27%とやや男性に多い傾向がみられた。

表4-3:糖尿病一男女別・大阪府、東京都、神奈川県別の医療費と日数(外来+入院)
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表5・3:糖尿病・年齢別・大阪府、東京都、神奈川県別の医擦費と日数(外来+入院)
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表6-3 ;糖尿病・年齢別合併症割合(外来十入院)
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4-5-1.医療費

まず、大阪府における外来診療解析対象者は人口比率から東京都、神奈川県の対象者よりも

多いととが示唆されたが、一方で入院診療解析対象者はそのようなことは認めなかうた。。

外来診療では東京都の医療費が高額であり、特に 1日あたりの単価の高さが特徴的である

一方で、火阪府は診療日数がやや長く、合併症のない患者が比較的多い構造がみられた。入

院診療では地域差は大きくなかったが、東京都では合併症を併存する患者が多く、重症例の

集中が示唆された。
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240,180円、神奈川県237,475円、女性で大阪府220,080円、東京都226,920円、神奈川県

218,075円であり、男性がやや高額であった。入院では男性が大阪府 253,給0円、東京都
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212,415円、神奈川県 216,560円、女性が大阪府器8,830円、東京都 229,110円、神奈川県

256,780円であり、入院においても男性が高い傾恂、を示した。1日あたり医療費についても、

外来では男性 17,168~19,708円、女性 15,920~18,372円で男性が高く、入院でも男性

15,472~15,472円、女性 12,154~13,229円であり、性差が認められた。診療実日数の中央

値は、外来で男性.女性ともに 12~13日であったが、平均値は男性 16.フ~16.2日、女性

15.フ~17.7日とやや女性で短い傾向を示した。入院では中央値が男女ともに 14~20日で大

きな差は認められなかったが、平均値では男性 26.2日、女性 24.1~28.4日と女性にやや

ぱらつきがみられた。

地域差:東京都では外来・入院を問わず、1人あたり医療費と 1日あたり医療費が高い傾向

を示Lた。例えば外来+入院での 1人あたり医療費中央値は、男性で東京都270,450円、大

阪府239,640円、神奈川県 271,520円、女性で東京都 251,005円、大阪府 235,能0円、神奈

川県 234,450円であった。一方で診療実日数は、大阪府がやや多く、東京都が少なめであ

り、東京都は短期・高単価型、大阪府は長期・中単価型、神奈川県は中間型の診療構造が示

唆された。

4-5-2.合併症頻度

本研究では、大阪府・東京都・神奈川県における糖尿病患者を対象に、年齢別に主要合併症

朝畄卒中、'心不全、心筋梗塞、閉塞性動脈硬化症、重症低血糖、透析、糖尿病性腎症、糖尿

病性網膜症、糖尿病性神経障害、歯周病)の保有割合および、それに関連する医療費・診療

実日数の分布を比較検討した。以下に、本解析から明らかとなった構造的特徴をまとめる。
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図2-2:各合併症を有する糖尿病患者の一日当たり医療費(下位95%)
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合併症の頻度には地域差よりも性差がみられ、男性に多かった。糖尿病性腎症は外来で男性

24~31%、女性21~25%、入院でも男性28~34%、女性29~37%と、男性の方が高率であ
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心、不全は東京都で 40-59 歳 39%、 60 歳以上 42%と、大阪府 33~37%や神奈川県 35~38%

を上回った。図2-1・2-2 に示す通り、これら心血管系合併症では一人あたり医療費・一日

あたり医療費が高額であり、一方で図2-3では診療実日数は比較的短く、高額な急性期入院

治療が中心であることが示唆された。よ0て、東京都では重症例が集約され、短期間に集中

的治療を要する症例が多いと考えられる。

細小血管合併症:糖尿病性腎症・網膜症・神経障害は、大阪府および神奈川県でやや高率で

あった。図2-1・2-3 に示す通り、一人あたり医療費は中等額である一方、診療実日数が多

い傾向を示し、特に大阪府と神奈川県では40・聡歳および60歳以上で通院日数が突出して

いた。一日あたり医療費は比較的低く(図2-2)、慢性期における継続的・長期的な管理が

中心であることが示唆された。

重症合併症:発症頻度は低いが、発症例では一人あたり・一日あたり医療費が極めて高額と

なる症例が散見された(図 2-1・2-2)。急性期入院や集中治療に伴う高額医療費が発生し

てぃる可能性があるため、今後は予防介入による発症抑制が医療費抑制に直結する可能性

がある。

本解析により、糖尿病患者における合併症発症構造は以下のように整理される。

.高齢になるほど合併症保有率が増加し、医療資源負荷も増大する

.心血管系合併症は東京都で多く、高額・短期集中型の医療利用

.細小血管合併症は大阪府・神奈川県で多く、中等額・長期通院型の医療利用

.重症低血糖や閉塞性動脈硬化症は少数だが高額症例が存在

.これらの結果は、合併症の種類・年齢・地域特性に応じて異なる医療資源配分巴重症化

予防策が求められることを示している。特に、高齢化に伴う心血管・細小血管合併症の

増加への対応が、今後の糖尿病医療における最重要課題である。

以上より、外来と入院を合わせた場合も東京都は1人あたり医療費、1日あたり医療費のい

ずれも最も高く、「高単価・短日数型」の構造を示した。大阪府は「中単価・長日数型」、

神奈川県はその中間型であると整理できる。以上の結果は、東京都に船いては重症例の集約

と短期間での集中治療、火阪府においては長期的な管理を伴う医療利用、神奈川県において

は両者の中間的な医療構造が存在していることを示している。これらの地域特性は、今後の

医療資源配分や合併症予防施策を検討する上で重要な示唆を与えると考えられる。

入
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